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1 はじめに

現在, 私たちはサイトを検索する際, 検索サイトから
検索することが多いが, 携帯型移動端末などの機器で検
索する際, 文字入力の手間や, 目的の情報へのアクセシ
ビティが悪い問題がある. そこで, 本研究では, ユーザー
が位置情報を与える操作を行うだけで, システムがその
位置情報をキーとし, そのキーから形態素解析とオント
ロジー検索によりその場所に適した情報が記載された
URLをユーザーへ返すシステムを提案する.

2 オントロジー主体の検索手法

既存のオントロジー検索エンジンとして, Swoogle が
ある. Swoogle には, 2009 年 3 月現在 1 万 5 千以上の
オントロジーが登録されている. Swoogle では, クラス
単位, プロパティ単位の検索やオントロジー内に明示的
に記述されてない逆リンクの関係（あるクラスを参照し
ているインスタンス一覧など）を検索することが可能で
ある. また, オントロジーを検索するための 19 種類の
REST形式のWebサービス（Swoogle Webサービス）
も提供されており, プログラム上からオントロジーを検
索することも可能である. しかし, Swoogle での検索結
果を見る限り, 日本語での検索において満足の良く結果
が得られていない. そのため, 今回では GoogleWeb 検
索エンジンを用いて, オントロジー主体の検索を行うこ
ととする.

3 構築システムの実装と概要

3.1 試作システムの全体概要
step.1: 位置情報の送信

ユーザーは GPS を利用して取得した位置情報を
送信.

step.2: DBのチェック
取得した位置情報が DB に格納されていないか
チェックする.

step.3: リバースジオコーディング
ユーザーから送信された位置情報をキーとしリ
バースジオコーディングを用いて住所を取得する.

step.4: リソース検索処理
イントラネット検索エンジンおよびインターネッ
ト検索エンジンを利用して, リバースジオコー
ディング住所をクエリーとする完全一致検索を
行う.

step.5: Yahoo形態素解析
step.4の検索結果を Yahoo形態素解析を用いて,

図 1 構成技術を考慮したシステムのデータフロー図

形態素解析を行ない, 名詞を抽出し, 最適なルー
ルでフィルタリングを行う.

step.6: 重要キーワードの抽出
フィルタリングにより抽出されたキーワードを,

出現回数, 検索結果の順位を用いてパラメータ付
けし, そのパラメータの一番高いものを重要キー
ワードとして決定する.

step.7: 重要キーワードをキーとした検索処理
step.6 で決定された重要キーワードをイントラ
ネット検索エンジンおよびインターネット検索エ
ンジンを利用して, 重要キーワードに関する URL

を取得する.

step.8: URLの送信
取得した URL をユーザーに返し, DB に格納
する.

位置情報によるWeb 検索システムのプログラムはベー
スを PHP とし, API でのレスポンスの形式は XMLと
する. 図 1はプログラムとデータベースを考慮したシス
テムの全体図である. 図 1での各 APIで取得した XML

形式のデータは PHP で必要な部分だけ抽出する. 図
1 での各 API では, 文字コードを UTF8 としているた
め, データベースと PHPのプログラムは UTF8で作成
する.
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表 1 メインシステムの検索精度結果

ジャンル 精度
映画館 0.77

商業施設 0.73

観光地 0.57

レジャー 0.46

飲食店 0.45

大学 0.75

役所 0.7

すべて 0.61

3.2 性能向上のための不用語の排除
不用語の排除を行うプログラムを PHP で用意する.

文字列のエスケープのプログラムでは, 形態素解析に渡
す文章の中で, 数字や”-”, ”丁目”といったワードが入っ
ていると, 形態素解析の結果が数字ばかりになってしま
う可能性があるため, エスケープ文字として排除する処
理を行なっている. また, 住所で検索しているため検索
結果 summary には多くの検索した住所が入っていると
考えられる. そのため, 形態素解析に渡す前に解析する
文章内から検索に用いた住所をエスケープする処理を
行う.

3.3 サブシステムによる性能向上
試作システムでランダムな位置座標でテストを行った

ところ, 余分な情報が多く出てくるため, フィルタリン
グを行うことを検討したが, これにより必要な情報まで
も削り取られてしまう可能性があった. そこで, 本研究
では, １つのメインシステム（main）とメインシステム
を主体とした, メインシステムとは異なる検索をする 3

つのサブシステム (alfa, beta, gamma) を作り, サブシ
ステムの結果を加味し, ユーザーに結果を返すシステム
を構築こととした.

4 評価実験結果

レジャー, 飲食店を集約したポータルサイトが数多く
存在するため, レジャー, 飲食店で 50 ％以下と低い精度
となっている. 検索結果が適切でない例としては, ぐる
なび, Hotpeppr などのポータルサイトのページが表示
されてしまう場合が存在する. ポータルサイトの情報で
は, 現状その施設にいるユーザーに対しては有用な情報
とはいえないと考えられる. また, 観光地では, インター
ネット上に住所を登録している地点が少なく, 検索結果
自体が 0 である地点も存在した. しかし, 役所, 大学の
ジャンルにおいては, インターネット上に住所のデータ
を持つページが多く存在した為, 検索精度が高いものと
なった. Main の弱い精度を 3 つのサブシステムが補い,

Main は 3 つのサブシステムでは検索結果として表示さ
れないようなページを収集することができたため, シス
テム全体としては, 全く関係の無い情報はほとんど見受
けられなかった.

図 2 メインシステムの検索精度結果のグラフ

5 今後の課題と改善点

本研究では, 位置座標からオントロジー主体の検索を
用いてWeb ページを検索するシステムを試作した．本
システムは, 既存のウェブ上の施設検索サイトと異なり,

施設の情報をデータベースではなくロボットにウェブを
クロールさせることで取得する．そのため, 既存のデー
タベースに登録されていない施設に関する情報も取得で
き, また低コストな環境での利用が可能である．本シス
テムが出力する住所のクエリに対する適合性の評価実験
を行った．評価実験の適合率は施設のジャンルごと集計
し, 結果をグラフとしてまとめた. また, オントロジー
キーワードでの検索の際に 3 つの異なるフィルタリング
を持つシステムを作り, 検索精度の向上を図った. その
結果, 適合率は平均して 60.75 % となった．また本シス
テムの大きな欠点として API に依存してしまう点が挙
げられる. 外部システムに依存することで, 外部のシス
テムの変更に敏感に対応しなければならないなどの問題
点がある. 今後の課題としては, 現在のアルゴリズムで
は適合率が低くなってしまう施設のジャンルに対して,

高い適合率得られるようにアルゴリズムを改善すること
が挙げられる．また, ユーザーの行動や, 使用されるで
あろう環境の絞込みなど, 別のアプローチからのアルゴ
リズムの改善も必要であると考える.
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